
 

           会 議 録       （１／３） 

会 議 の 名 称 令和７年度第１回坂戸市自殺対策計画審議会 

開 催 日 時 令和７年７月２日（水） 午後１時３０分から午後２時５０分 

開 催 場 所 坂戸市民健康センター ２階 機能訓練室 

会 長 の 氏 名 新井 勇 

出席者（委員）の 

氏 名 ・ 出 席 者 

河内 祐介、山路 真佐子、金野 真也、木戸 和行、坂口 京子、 

武井 良之、栗田 敬太郎、内藤 武、新井 勇、畑 武志、 

井手 和夫、坂田 勉 計１２名  

欠席者（委員）の 

氏 名 ・ 欠 席 者 
竹原 陽一、松原 愛子、力石 まり子 

傍 聴 者 数 １名 

事 務 局 職 員 の 

職 ・ 氏 名 

こども健康部長 井上 晋 

こども健康部次長兼こども支援課長 三谷 良昭 

こども健康部副参与兼市民健康センター所長 有田 さおり 

市民健康センター副所長 片桐 美佳 

市民健康センター所長補佐 高沢 幸佳 

市民健康センター成人保健係主任 白井 涼子 

市民健康センター成人保健係主任 横田 英花 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 自己紹介 

４ 審議事項 

（１）坂戸市の自殺者数等の状況について 

（２）第２次坂戸市いのち支える自殺対策計画 取組一覧について 
５ その他 

６ 閉会 

配 布 資 料 

＜事前配布＞ 

・令和７年度第１回坂戸市自殺対策計画審議会次第 

・資料１坂戸市の自殺者数等の状況 

・資料２－１令和６年度第２次坂戸市いのち支える自殺対策計画 取組実績総括表 

・資料２－２第２次坂戸市いのち支える自殺対策計画取組一覧 基本施策 

・資料２－３第２次坂戸市いのち支える自殺対策計画取組一覧 重点施策 

＜当日配布＞ 

・坂戸市自殺対策計画審議会委員名簿 

・坂戸市自殺対策計画審議会条例 

・自殺対策基本法の一部を改正する法律の概要 

・ゲートキーパー養成講座受講者数及びこころの体温計アクセス数 

・気づいて！こどものこころＳＯＳ講演会チラシ 



 

（２／３）  

議 事 の 経 過 

発 言 者 議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事 務 局 

令和７年度第１回坂戸市自殺対策計画審議会を開会する。出席者１２名、欠席者３

名、坂戸市自殺対策審議会条例第６条第２項の規定により会議は成立とする。 

本日の審議会は公開とし、傍聴希望者は１名である。 

はじめに、新井会長より挨拶を申し上げる。 

会 長 （挨拶） 

事 務 局 
審議事項に入るが、議長については坂戸市自殺対策計画審議会条例第６条第１項の

規定により、新井会長にお願いする。 

会 長 
しばらくの間、座長を務める。 

はじめに、審議事項（１）について事務局より説明をお願いする。 

事 務 局 （審議事項（１）説明） 

会 長 ただいまの説明について、ご意見・ご質問はあるか。 

委 員 
資料１ 図６について自殺の原因・動機別自殺者数として、健康問題の割合が突出

して高いが、全国や埼玉県でも同じ傾向があるか。 

事 務 局 
全国と傾向は異なるが、埼玉県と坂戸市は健康問題の割合が高く、同じ傾向がみら

れる。 

委 員 自殺の手段と場所について何が一番多いか教えてほしい。 

事 務 局 手段として首つり自殺が一番多く、場所は自宅での自殺が一番多い。 

会 長 次に、審議事項（２）について、事務局より説明をお願いする。 

事 務 局 （審議事項（２）説明） 

会 長 ただいまの説明について、ご意見・ご質問はあるか。 

委 員 

資料２－３、重点施策４－１の夏休み前の時期に配布するリーフレットは、保護者

と児童・生徒のどちらを対象として配布しているか。また、年齢によって内容を変

えているか。 

事 務 局 
対象は小学校６年生・中学校３年生の保護者を対象としているが、児童・生徒が読

んでもわかる内容となっている。年齢によって内容は変えていない。 

委 員 ゲートキーパー養成講座の講師はどなたにお願いしているか。 

事 務 局 

筑波大学教授の浅野憲一先生に講師をお願いしている。 

市民向けの出前講座や新採用職員対象の講座は市民健康センターの保健師が講師と

して対応している。 

委 員 

資料２－３、重点施策２－９で「水道料金の納付に関して相談があった場合、適切

な相談窓口につなぐ」とあるが、講座の受講生も多く、新たな取り組みだったと思

うが、工夫されたことがあれば教えてほしい。 



 

（３／３）   

事 務 局 

料金徴収業務受託会社の従業員を対象に、昨年度初めて実施をした。市民と対面で

接する機会が多いため、ゲートキーパーとしての役割や相手の変化に気づいたとき

にどのような相談窓口につなげばよいか講義を行った。 

委 員 
このような対象者にゲートキーパー養成講座を行っているところは少ないと思う。

税金滞納業務の従事者向けなどに実施しても良いと感じた。 

委 員 
資料２－３、重点施策４－５「子ども・若者への支援」について、相談件数が多い

ようだが理由があれば教えてほしい。 

委 員 
さわやか相談室は中学校では毎日開設しており、生徒や保護者の相談を受けてい

る。各校の実績を積み上げるとこのような実績になったのではないか。 

委 員 

資料２－３、重点施策５－２「妊産婦に対する支援」について、相談件数が令和６

年度の実績と比べ、令和７年度は件数が多く計画されているが、人員など体制が整

ったためなのか、理由を教えてほしい。 

事 務 局 
産後ケア事業は今まで病院や助産院のみで実施されていたが、受託事業者での実施

も増え、受け皿が多くなってきたため、昨年度より目標値を高く設定した。 

委 員 

「自殺対策基本法の一部を改正する法律の概要」の３．基本的施策の拡充に「自殺

の助長につながるような情報、物品、設備等について適切な管理、配慮等につい

て」と記述があるが、この部分に該当する施策はどのようなものが想定されるか。 

事 務 局 ６月１１日に公布されたため、具体的な内容については今後検討する。 

委 員 

① 資料２－３、重点施策２－６の生活保護受給者の就労相談について、その後就
職できたかなどどのような支援につながったか。 

② 資料２－３、重点施策３－２の相談件数と３－３の面接会の開催回数について
教えてほしい。 

③ 資料２－３、重点施策４－５のさわやか相談の解決率について、どのような状
況を解決の目安としているか。 

委 員 

②に関連して、ハローワーク全体の傾向として、派遣会社や求人の折込み等から仕

事に結びつかない方・見つけ方がわからない方が利用されている状況。ふるさとハ

ローワーク（自治体に設置されているハローワーク）の利用率は坂戸市・鶴ヶ島市

では他市と比べて多い状況である。 

事 務 局 ① から③の質問については、担当課に確認の上、議事録とともに報告する。 

委 員 
資料２－２、基本施策４－４５は具体的にはどういうことか。空き教室と学習指導

要領は関係ないと思うが。 

事 務 局 
担当課からは、現在、空き教室が確保できないため実施できないとの回答だった

が、ご意見について担当課へは申し伝える。 

委 員 （埼玉いのちの電話の相談統計資料について説明） 

会 長 以上で本日の審議事項については終了したので議長の任を解かせていただく。 

事 務 局 

５ その他 

・令和７年度第２回審議会の日程について 

・気づいて！こどものこころＳＯＳ講演会の開催について 

事 務 局 令和７年度第１回坂戸市自殺対策計画審議会を閉会する。 


